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【編集後記】<隣人は地上に果てしなし曼珠沙華> 今年は家族で一泊旅行する機会

があり、ちょうど彼岸花が群れ咲く光景に到るところで出会いました。こうして、文章

を書こうとして目を瞑れば、群がり咲く真っ赤な彼岸花が鮮やかに浮かんでまいります。

そして、その姿は、この8月 に逝った牧野一樹さんの笑顔に重なります。<日 瞑れば君

の笑顔や彼岸花> 牧野さんに贈るありがとうとさようならの句です。/表紙の絵は星

野文昭さんが描かれたもので、妻暁子さんの承諾を得て掲載させてもらいました。星野

さんはかつての沖縄闘争のデモの最中、警官に火炎瓶を投げて死亡させた容疑で罪に問

われ、無期刑で受刑中。逮捕されて以来、一貫して無実を訴え、獄中34年になります。

その間星野さんは風景画や静物画をはじめたくさんの絵を描いておられます。それらの

絵を見ると、人間が絵を描くという行為の初源的なものに思いを馳せられます。そして

獄中34年、未だに出られないということが重なってぼくの胸を揺さぶります。じつと

してはおれない気持ちになります。できることは何でもやりたいと思つています。/ぼ

くが住む町大和高田で、初めて米澤鐵志さんのお話を聞く会を催すことができました。

先日、9月 26日 のことです。子供の数を入れると40人 を超える人たちが参加してく

ださいました。この種の催しを地元でやるのは初めてのことで、最初どうするか遼巡し

ましたが、中学の同級生二人が支持してくれたことが開催への背中を押してくれました。

入院中の両親は二人とも無言の励ましを送つてくれていたに違いありません。他にどれ

ほど多くの人に助けてもらつたことでしょう。人間一人が生きるとは何と多くの人に助

けてもらうことか、感謝とともに学びました。/次号 10号は 1月 発行の予定です。お

便り、投稿等は 12月 中にお願い致します。篠 本)

販価は 1冊 300円 です。

なるべく年間購読をお願いします。

送料込みで年会費は 2000円 です。
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